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一
九
六
㎡
年
八
月
川
Ⅱ
、
結
腸
癌
で
死
去
し
た
夕
爾
に
は
、
判
年
八
月
、
句
集
が
上
梓
さ
れ
、
つ
い
で
’
一
月
、
俳
人
・
安
住
敦
に
よって編集された、『定本木下夕爾詩集』が出版されたｃこの詩集は第十八回読売文学賞を受賞している。
川
版
界
の
堀
情
で
、
定
本
の
夕
爾
諦
集
は
こ
こ
二
１
年
、
汗
店
か
ら
入
手
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
分
、
占
部
府
で
は
高
値
が
つ
き
、
兼
者
は
、
全
詩
集
を
手
描
き
で
写
し
て
貸
し
た
こ
と
も
二
度
ほ
ど
あ
る
。
へ
７
で
は
む
し
ろ
日
米
二
ヶ
国
研
対
訳
版
と
し
て
冊
て
い
る
『
樹
木
の
よ
う
に
・
木
下
夕
爾
の
詩
』
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
と
ミ
シ
ガ
ン
人
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
出
版
）
の
方
が
入
手
し
や
す
い
。
こ
の
択
櫛
采
は
、
一
九
七
九
年
度
Ⅱ
米
親
神
委
貝
会
の
親
諜
飛
金
文
学
翻
訳
賞
を
受
け
て
い
る
。
翻
訳
に
あ
た
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
エ
ッ
プ
は
、
受
賞
の
際
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
で
述
べ
た
ス
ピ
ー
チ
で
、
翻
訳
の
動
機
に
つ
い
て
幾
つ
か
挙
げ
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
私
が
夕
爾
の
詩
の
翻
訳
に
熱
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
’
十
年
ほ
ど
胸
の
こ
と
で
す
が
ｌ
ほ
ん
と
う
の
理
由
に
は
、
学
問
的
根
拠
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
樋
め
て
単
純
な
こ
と
で
す
が
、
私
は
彼
の
作
品
が
好
き
な
の
で
す
。
実
は
、
彼
の
翻
沢
を
す
る
た
め
の
刺
激
は
、
彼
の
友
人
で
あ
り
、
隣
村
川
身
の
有
名
な
小
説
家
・
井
伏
鱒
二
か
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
。
井
伏
氏
は
何
年
も
前
に
、
私
の
関
心
を
夕
爾
に
向
け
る
よ
う
に
し
き
り
に
促
し
た
の
で
す
。
私
は
井
伏
氏
に
日
本
語
上
級
ク
ラ
ス
で
私
が
教
え
て
い
る
氏
の
幾
つ
木
下
夕
爾
の
文
学
と
そ
の
背
景
（
十
）
ロ
バ
ー
ト
・
エ
ヅ
プ
に
よ
る
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
岡
田
秀
子
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エ
ッ
プ
の
日
米
二
ヶ
国
語
対
訳
版
に
は
強
い
興
味
が
あ
る
が
、
『
樹
木
の
よ
う
に
・
木
下
夕
爾
の
詩
』
が
手
も
と
に
な
い
こ
と
と
、
所
詮
翻
訳
は
、
変
容
を
免
れ
ず
、
特
に
個
人
的
な
体
験
に
根
ざ
す
符
の
場
合
、
多
様
な
読
み
〃
が
ゆ
る
さ
れ
る
べ
き
だ
と
も
思
う
の
で
、
こ
こ
で
は
、
対
訳
詩
集
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
教
授
、
ロ
バ
ー
ト
・
エ
ッ
プ
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
木
下
夕
爾
の
評
伝
、
と
く
に
そ
の
日
本
語
訳
（
訳
者
、
沖
本
治
郎
）
を
中
心
に
近
代
日
本
語
と
詩
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ロ
バ
ー
ト
・
エ
ッ
プ
（
以
下
エ
ッ
プ
と
起
す
）
の
日
本
語
沢
『
木
下
夕
爾
』
は
Ｂ
６
判
、
二
百
ペ
ー
ジ
を
超
す
著
諜
で
、
川
版
さ
れ
る
や
新
聞
は
、
「
米
教
授
の
木
下
夕
爾
評
伝
出
版
」
の
大
き
な
見
出
し
を
掲
げ
、
「
文
学
関
係
者
は
、
〈
地
力
に
埋
も
れ
た
詩
人
の
生
涯
に
十
年
余
り
情
熱
を
注
ぎ
、
日
本
人
が
だ
れ
も
手
が
け
て
い
な
い
よ
う
な
、
深
く
総
合
的
な
夕
爾
研
究
だ
〉
と
称
賛
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
翻
訳
者
の
言
と
し
て
は
「
エ
ッ
プ
氏
か
ら
、
〈
原
審
の
一
宇
一
句
も
ら
さ
ず
伝
え
、
イ
メ
ー
ジ
の
す
べ
て
に
間
違
い
な
く
忠
実
で
あ
り
た
い
。
私
の
血
と
汗
を
そ
そ
ぎ
込
ん
だ
〉
と
言
わ
れ
た
。
原
狩
の
持
つ
味
わ
い
を
よ
く
表
し
て
い
て
、
〈
翻
訳
で
原
緋
の
良
さ
に
気づかされたこともあった〉と話している」とも記している。（一九九三年一月．一十．一日、朝日新聞）
訳
者
、
沖
本
治
郎
氏
が
、
こ
の
訳
書
の
あ
と
が
き
で
述
べ
て
い
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
一
九
九
○
年
六
月
十
五
日
付
「
朝
日
イ
ブ
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
」
紙
の
評
論
「
影
か
ら
の
声
」
の
中
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
リ
ー
サ
イ
ド
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
エ
ッ
プ
訳
『
樹
木
の
よ
う
に
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
リ
ー
サ
イ
ド
は
、
木
下
夕
爾
は
ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
を
「
述
想
さ
せ
る
」
と
言
い
、
「
彼
は
ハ
ー
デ
ィ
の
よ
う
に
『
喪
失
の
風
景
』
と
呼
ば
れ
て
き
た
強
烈
な
感
覚
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
彼
は
ま
た
「
夜
の
狐
」
と
い
う
詩
で
、
詩
人
が
冥
想
の
中
で
孤
と
と
も
に
す
る
移
動
に
つ
い
て
、
「
訳
者
…
…
の
扱
い
は
非
常
に巧みであり、詩集全体における彼の成功を示すのに役立っているかもしれない」とエップの訳業を称えている。
か
の
詩
に
つ
い
て
質
問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
彼
は
、
も
し
私
が
本
物
の
詩
、
純
粋
な
詩
に
興
味
が
あ
る
な
ら
、
木
下
夕
爾
に
取
り
組
む
べ
き
だ
、
と
語
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
は
そ
の
言
葉
に
従
い
ま
し
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
彼
の
詩
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
翻
訳
し
て
い
る
の
で
し
た
。
（一九七九年十一月三十日）
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価十歳で早逝した夕爾二九一四～一九六五年）が八卜八歳の長寿を全うし、その文学的功績に対して国家から
有効勲職を授与されたトーマス・ハーディ（一八Ⅲ○～一九・一八年）を述想されるとは、夕爾の緋にとって光栄で
ある。この連想はおそらくハーディと夕爾の人生観が無神論的ペシミズムであること。作風が暗いにもかかわらず
読者をひきつけてやまないことに帰因する。ハーディは人生の悲惨な出来事をリアリスティックに描き出す一方、
く
つ
ろ
いかにも自然詩人らしい叙情的タッチの精密な自然描写で、悲此行の魂に寛ぎと潤いを与えるが、夕爾の詩にも同じ
ことが言える。夕爾の詩に鯛れて、「『喪失の風鼓』と呼ばれてきた強烈な感覚」をもつことが発見され、評価され
ることは日本においてはなかったのである。むしろ日本では情緒的として評価が低められていた。この評価の迷い
は何に蹄因するのか。筆者には近代詩の受容のあり方に猯因すると思われる。
Ⅱ本の近代散文は、幾頭にもわたる西欧の文学の翻訳過樫を経て成立したのであって、夕爾とてその延長線ｋで
外界を感受して来たことにおいては、他の詩人達とかわらない。つまり、近代日本語によって思考し、近代に先駆
けた西欧の詩を口語で意訳しながら自らの近代詩をつくったと言える。夕爾という生きる主体も詩人としての主体
も、〈漢字仮名まじり文〉という日本謡とその聡史性を無視しては語れない。このことは、リーサィドとは別の点
でエップの評伝『木下夕爾』を読むことで、改めて気づかされた。リーサイドの資重な指摘を念頭におき、今はエッ
プの評伝について考察する。なぜならこの評伝は近代詩人なら西欧人と共通する個を持っていることを暗黙の前提
としている。Ｈ度の来日による取材をもとに日ら創造した夕爾像が、夕爾の識、戎はその断片のことばを用いて補
強されて、夕爾の詩の表現の技術や意図までもエップの飛観のみで述べられているからだｃためしに第七章「時間
と記憶」の一部分を掲げてみる。「思い出は現在という断片的な瞬間のなかで見失われ、混乱している自我の回復
あまりにも前衛的で実験的なモダニズム文学に対する反省から、伝統尊重への回帰も見られる多面的なポスト
モダニズム文学が主流になっている現在、その、いわば源泉となったハーディに夕爾を重ね合わせるリーサィド
の論は貴重である。
Hosei University Repository
120 
を可能にしてくれる」というハンス・メイアーホッフ『文学における時間』（バークレーカリフォルニア大学出版
部一九五五年）を援用して考察した章である。
時間は必ずしもある経験を弱めるとは限らないので、記憶の中にはそう容易には消し去ることの出来ないもの
である。また時間や現在の出来事によって強烈になる記憶もある。夕爾が自分の弱点または欠点だと認めている
ことを、いっそう激しくするような出来蝋が、他の出来鞭よりも余計に忘れ難い印象を与えがちになった。その
ような出来躯の記憶は、エンドレス録音テープをかけるように彼の心中の至るところで鳴ってはまた鳴る傾向が
あり、それらが引き起こした憂鯵と取り組まざるを得なくさせるのであった。
例えば溌恥心と痛ましいまでの自意識の鋭さが、終生夕爾を苦しめたので、彼はこれらの感情を剥き出しにす
るような出来事の記憶としばしば戦ったものである。そのような記憶の一つが遅刻についての詩になるのである。
今
で
も
よ
く
お
ぼ
え
て
ゐ
る
あ
あ
ま
た
遅
刻
し
て
し
ま
っ
た
途
方
に
く
れ
た
私
の
ま
は
り
で
紋
白
蝶
が
舞
っ
て
ゐ
た
若
葉
に
つ
つ
ま
れ
た
学
校
か
ら
美
し
い
合
唱
が
き
こ
え
る
遅
刻
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夕爾の詩を好むⅡ本の読者は、おそらく、前掲の詩「遅刻」をエップのように、「遅刻したことが不愉快で、自
分は取るに足らない人間だという意識を起こさせ、衙人にあの絶え間のない無念の気持ちを思い出させた」とは感
じないだろう。この詩はだれでもがある瞬間持つ、〈こころぼそさ〉をとらえることで詩になっている。しかもそ
れは大人になっても「自分はいつも待ちつづけて来た」と認識できる人にのみ、ういういしい姿で思い冊せること
遅刻したことが不愉快で余計な注意を惹き、自分は取るに足らない人間だという意識を起こさせて、詩人にあ
の絶え間のない伽念の気持を思い出させるのだ。小学生だった頃にも、また自分が歌詞を課いて与えた校歌の発
表会に臨席した頃の人人としても、彼はこの感情を経験したかも知れないｃ
過去と現在の絶えざる交錯が詩人の認識を変える。彼は思い出を蓄えることが出来るものと信じて、まるで色
ガラスの破片ででもあるかのようにポケットに入れて、気が向いたら取り出して調べるのである。この記憶とい
う概念は、夕爾の処女詩災の同頭の詩にＨ立っており、この詩集においては過去が極めて晒人な役割を減ずるで
あろうという印象を伝えている。迅憶を、あるいは少なくともその幾らかを、巧みに操る才能は詩人が起憶して
いる過去の出来事から選んだエピソードを、現在の瞬間に織り込むのを可能にさせるが、それは常に彼の自己認
識作川の建て直しに役立つ手順なのだ。この前進する過礎が、人生の苦悩と多茂性に立ち向かって、生きる自信
を詩人に与えることを可能にするのである。
夕爾にとって、過去を探求することは、人生の意味についての山積する疑問に直面して遂行される自已発見の
航海に乗り出すにも等しかった。結局彼は、ただ厄払いするために過去を思い出したのではない。かつてあった
ことを沸くことが、むしろ自我の崩壊に抵抗する訓練になったのである。
そ
の
と
き
の
こ
こ
ろ
ぼ
そ
さ
を
日
分
は
い
つ
も
待
ち
つ
づ
け
て
来
た
こ
と
を
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に気づかされる。「途方にくれた私のまわりで、紋白蝶が舞ってゐた」は、〈しんと静まり返った一瞬の余裕〉を持
ちつづける人にしか、召けない、詩のことばである。この詩を引用して、〈過去と現在の絶えざる交錯が狩人の認
識を変える〉とはたして言えるのだろうか。また、この詩の引用の前文「琉恥心と瓶ましいまでの自意識の鋭さが、
終生夕爾を苦しめたので、彼はこれらの感情を剥き出しにするような出来頭の記憶としばしば戦ったものである。」
という見かたも夕爾認識の浅さを感じる。〈羨恥心と痛ましい自意識の鋭さ〉は、〈含差の人〉として別項を設けて
考察するべき夕爾理解の重要な部分（「木下夕爾の文学とその背景」（八）Ｉ表現と含琉ｌ参照）なので、ここでは
溌恥心を一般的にとらえた太宰諭に対し、彼の含茄を深く考察したものを仰度あげるにとどめる。太宰について
―彼ほど自分をいじめぬき、責めつづけた作家は多くない。だが彼は決して、自己否定帝ではなかった。もっとも
おのれを自負した作家の一人といっていい。少くとも彼の自己否定は直ちに自己肯定と結びついたものだった」と
述べた臼井吉見の『太宰諭」を受けて矢代静一は次のように私見を述る。太宰治は夕鯛とともに「井伏鱒一一の一人
の弟子」（高Ⅲ英之助）で、夕爾と同じく「含雄の人」として公認されている。
寄
っ
て
来
、
彼
の
‐
ｌ
中
略
Ｉ
自己秀定から自己肯定へ。：・・・あっさり読むとそれはそれで納得できてしまうのだが、やはりちょっと脇に堕ち
ない。私は自己肯定には、自己過信と偲倣の影をみるものである。そして太宰には、そのようなものは見当たら
ない。私には太宰は絶え間なく自己否定を繰り返しながら、螺旋状の階段を輩って行った人に見える。太宰の自
己否定は自己に対する誠実と謙虚から来てい、それらは他人への心づくしとなって現れるのだ。ここに彼の日待
があった。彼が自己肯定できないのは、むろん作家としての自信のなさからではなく、むしろ逆で、日傭につな
がるものであるが、それよりも生来の気質からきているのだろう。また臼井は「自己喪失者ではあっても」と述
、
、
、
、
べているが自己喪失者は、神を必要としない。日己上同定できぬはにかみがあるからこそ、神は太宰の背後に忍び
寄って来、彼の〃も振り返って歩みよることを欲したのだ。
Hosei University Repository
123 
エ
ッ
プ
に
、
含
雛
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
文
学
者
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
無
理
な
注
文
だ
が
、
日
本
の
近
代
化
を
即
、
西
欧
化
と
単
純
に
考
え
る
こ
と
で
は
、
夕
爾
像
は
立
ち
顕
れ
な
い
。
日
本
で
は
二
十
一
世
紀
初
頭
の
今
、
含
蓋
を
冠
し
て
呼
ぶ
作
家
や
詩
人
は
い
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
夕
爾
の
生
き
て
詩
を
課
い
た
時
代
は
、
太
宰
の
作
品
が
派
Ｈ
さ
れ
、
多
く
の
太
宰
フ
ァ
ン
が
生
じ
た
時
代
と
も
亜なっている。夕爾も未発表虹編小説「日常茶飯戦」で夕爾を連想さす狩人に「故太宰氏に枕ては、．－、：一の作砧
を
見
た
に
と
ど
ま
る
が
尊
敬
に
値
す
る
小
説
家
だ
と
思
っ
て
い
る
。
世
俗
に
敗
北
し
た
気
の
毒
な
人
だ
と
も
同
情
し
て
い
る
。
あ
の
純
粋
の
十
分
の
一
で
も
お
れ
に
あ
れ
ば
な
あ
と
思
う
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
る
」
と
つ
ぶ
や
か
し
て
い
る
。
こ
の
つ
ぶ
や
き
は
、
お
そ
ら
く
夕
爾
の
深
く
秘
め
た
嘆
き
で
あ
っ
て
、
夕
爾
に
西
欧
と
異
る
掴
の
感
情
や
意
識
を
も
た
ら
し
て
も
い
る
。
西
欧
近
代
の
自
我
意
識
を
夕
爾
に
単
純
に
あ
て
は
め
て
論
ず
る
危
険
を
さ
け
る
た
め
に
は
、
日
本
の
近
代
が
、
ど
の
よ
う
な
化
壊
の
ｋ
に
植
え
つ
け
ら
れ
た
か
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
み
る
た
め
に
と
り
あ
え
ず
、
社
会
学
荷
、
作
Ⅲ
啓
一
の
視
点
を
か
り
る
こ
と
に
す
る
。
西
欧
の
近
代
資
本
主
義
形
成
の
に
な
い
手
と
な
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
家
族
は
、
近
代
的
自
我
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
養
成
機
関
で
あ
っ
た
。
西
欧
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
家
族
は
そ
の
子
供
を
外
社
会
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
的
自
我
を
培
養
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
近
代
社
会
で
は
、
家
族
の
な
か
に
お
い
て
で
は
な
く
、
家
族
に
反
逆
す
る
こ
と
で
近
代
的
自
我
が
成
長
し
た
の
だ
。
日
本
の
家
族
が
密
室
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
家
屋
が
外
界
の
風
や
気
温
の
優
入
を
防
ぐ
の
に
適
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
肚
間
や
権
力
の
文
配は自由に〈家〉の中に入って来る。家族は他の家族と避けがたい連帯の組織のなかに織り込まれていて、家族間
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
相
互
に
保
障
し
合
う
黙
契
が
十
分
に
制
度
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
家
族
が
よ
り
大
き
い
集
団
の
単
位
、
た
と
え
ば
同
族
や
近
隣
や
村
落
へ
と
高
度
に
組
織
化
さ
れ
、
家
族
間
の
隔
壁
が
薄
い
と
い
う
社
会
擶
造
は
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
自
我
が
成
長
し
な
いことはたしかである。日本の近代文学が〈家〉への反逆を通じて成立したのは、このような小燗からであった。
精
確
に
云
え
ば
、
自
我
が
反
逆
し
た
の
は
家
族
に
た
い
し
て
で
は
な
い
。
家
族
を
と
お
し
て
浸
透
し
て
く
る
外
社
会
の
世
論
や
権
力
に
太
宰
と
い
う
人
は
、
ま
と
め
て
括
っ
て
し
ま
う
と
、
愛
と
死
、
信
仰
と
虚
無
、
道
化
と
真
実
の
葛
藤
を
、
真
塾
に
こ
つ
こ
つ
と
刻
み
込
ん
で
行
っ
た
犬
才
と
呼
ん
で
も
よ
い
く
ら
い
の
、
含
旋
の
人
で
あ
っ
た
。
『含恭の人私の太宰治』
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作田は以上のように太宰像を折川しながら太宰がある意味で国民的作家になりえたのは、彼がどんな集団にも根
拠地をもちえなかったからだ、と言う。彼は一つの有の立場から肚界を裁断する飛体としてではなく、種々の有の
立場から裁断される客体として自己を位置づけた。八方の光源から照らされて、人間存在の兼恥という原点以外に
たいしてであった。筆者はここでこの外社会の世論や権力をとりあえず翻訳不可能な日本語、〈世間〉に置きかえ
てみる。すると夕爾の太宰治に対する尊敬がどこにあるかがみえてくるからだ。すると一．太宰は純粋なるが故に世
俗（世間の人）に敗北した気の謙な人なのである」の微妙な意味がわかる。たしかに、パピナール中稚の治縦のた
め、太宰はだまされて、精神病院に強制的に入院させられた経験を持つ。この入院中の心象を断片的に綴った「ヒュー
マン・ロスト」は決定的な恥の経験に身をおいて、人生をもう一度見直そうという自己設定と自己確認のために書
かれている。この人間は精神病院に入院すべき存在として変や師から眺められていたにもかかわらず、彼等と同じ
仲間に腕すると信じていた。太宰治の研究者でもあった作田啓一の考察は、ここで急速に太宰像を浮き上がらせるｃ
〈同じ仲間に属する〉と信じる人間をどうみるか。信じやすく子供らしい青年が「おとな「｜になる過程を、まだ
「
お
と
な
」
の
善
意
を
卜
分
に
理
解
し
な
い
エ
ゴ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
を
、
こ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
点
は
あ
ま
り正典ではない。わずか一ヵ月の、そして身近な人の鱒懲によって行われた入院が、彼にとって決定的な意味をもっ
ていたのは、このできごとが社会のなかでの彼の位置を象徴的に表したからである。彼は故郷を捨て、家から兄離
され、入学は卒業せず、革命迎動から脱落した。彼はほとんどどの集団にも所属できなかった。自分でつくった家
族さえも、彼を桁神の弱い病人というカテゴリーを通して眺めていた。災剛の砦による．切の遮蔽がなく、レント
ゲ
ン
に
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
透
視
さ
れ
て
い
る
人
間
、
透
明
で
あ
る
が
ゆ
え
に
無
で
あ
る
と
こ
ろ
の
人
間
、
こ
れ
が
世
界
に
お
け
る
彼
の存在の仕方であった。それはいわゆる近代的自我と遠くかけ離れた存在である。
近代的自我とは有であり、集Ⅲ所属から生まれるもの。それによってどの所属を選ぶかを決定する脱体となりう
るからだ。太宰の描いた主人公たちは無であるがゆえに、思想大系をもたない。ロ：Ｃｓのもつ悲哀と寂蓼の感情
が
す
べ
て
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
、
エ
ッ
プ
が
あ
げ
て
い
る
詩
は
「
わ
が
妻
も
わ
が
名
を
呼
ば
ぬ
／
わ
が
子
も
わ
が
影
を
探
さ
ぬ
／
私
は
寒
い
／
自
分
の
肋
骨
を
へ
し
折
っ
て
燃
や
す
ほ
ど
に
／
自
分
の
中
に
深
く
わ
が
手
を
ひ
た
す
ほ
ど
に
一
の
「
道
」
と
題
す
る
識
の
一
職
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
が
心
打
た
れ
る
の
は
、
そ
の
次
に
来
る
最
終
章
「
も
し
誰
か
が
私
を
呼
ぶ
と
き
／
も
し
誰
か
が
私
を
探
す
と
き
／
私
は
こ
は
ど
う
い
う
立
場
も
も
た
な
い
人
間
の
視
点
だ
け
が
、
最
後
に
残
さ
れ
た
の
だ
。
脇
道
に
そ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
な
が
ら
、
太
宰
像
を
み
て
来
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
く
、
夕
爾
の
詩
の
中
に
見
え
隠
れ
す
る
人
間
が
近
代
的
自
我
と
遠
く
離
れ
た
存
在
、
透
明
で
あ
る
が
ゆ
え
に
無
で
あ
る
と
こ
ろ
の
人
間
に
限
り
な
く
近
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
か
ら
だ
。
〈思想体系をもたない。』】８Ｃｓのもつ悲哀と寂蓼の感情がすべてである人間〉、世界における彼の存在の仕方の理
想
の
姿
が
排
の
空
間
に
解
き
は
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。
エ
ッ
プ
の
評
伝
「
木
下
夕
爾
」
が
力
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
筆
者
に
強
い
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
た
の
は
、
エ
ッ
プ
が
夕
爾
の
詩
の
裏
に
思
想
を
読
み
と
ろ
う
と
し
た
り
、
明
蜥
な
感
情
の
表
出
を
希
求
し
て
い
る
こ
と
が
行
間
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
か
ら
だ
。
飛
背
が
〈
あ
ま
り
に
生
の
こ
と
ば
で
叫
ば
れ
、
詩
に
な
っ
て
い
な
い
〉
と
思
う
夕
爾
晩
年
の
詩
を
逆
に
エ
ッ
プ
が
評
価
し
て
い
る
。
第
八
嗽
夕
爾
の
業
績
、
〈
夕
爾
の
評
価
〉
の
項
目
で
エ
ッ
プ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ｌ
中
略
「
夕
爾
の
肢
良
の
識
は
、
絶
望
の
あ
ま
り
息
が
詰
ま
り
、
自
分
の
存
在
は
無
葱
味
で
あ
る
と
の
思
い
に
絶
え
ず
付
き
ま
と
わ
れ
た
、
そ
し
て
極
限
に
ま
で
緊
張
し
た
、
精
神
を
表
し
て
い
る
の
だ
。
特
に
晩
年
の
彼
の
作
品
は
、
牧
歌
的
叙
述
を
遇
か
に
越
え
た
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
る
○ 要す
る
に
、
木
下
夕
爾
は
「
牧
歌
的
詩
人
」
と
か
「
郷
愁
の
田
園
詩
人
」
と
か
の
呼
称
を
超
越
し
て
い
る
の
だ
。
彼
は
人
間
の
魂
の
恐
怖
を
描
写
す
る
た
め
に
、
ｑ
ハ
ー
ト
・
フ
ロ
ス
ト
型
の
、
た
ま
た
ま
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
を
便
川
し
た
現
代
杼
情
詩
人
な
の
で
あ
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た
え
得
る
だ
ろ
う
か
／
草
の
中
に
ま
だ
倖
れ
な
や
む
石
の
ひ
か
り
で
／
日
の
す
っ
か
り
落
ち
た
あ
と
の
／
荒
野
を
吹
き
す
ぎ
て
ゆ
く
風
の
言
葉
で
」
で
あ
り
、
夕
爾
の
詩
の
さ
び
し
い
明
る
さ
を
こ
そ
評
価
し
た
い
。
エ
ッ
プ
と
は
全
く
別
の
視
点
に
な
る
が
。
さ
て
、
こ
こ
ま
で
述
べ
た
ら
、
西
欧
言
語
間
か
ら
み
て
逆
の
誤
読
も
記
す
こ
と
が
公
平
で
あ
ろ
う
。
西
欧
の
詩
の
訳
詩
が
、
日
本
の
近
代
の
詩
に
果
た
し
て
来
た
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
。
明
治
、
大
正
、
戦
前
の
昭
和
も
あ
く
な
く
翻
訳
に
挑
戦
し
、
全
く
異
る
日
本
語
に
詩
的
意
味
を
写
し
と
っ
て
い
る
。
訳
詩
は
所
詮
、
創
作
詩
だ
が
、
訳
者
の
み
か
、
訳
詩
に
よ
っ
て
原
作
将
に
ま
で
、
憧
れ
て
し
ま
う
詩
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
『
海
潮
音
』
の
次
の
詩
で
あ
る
。
明
治
三
八
年
に
訳
さ
れ
た
こ
の
詩
を
昭
和
の
中
期
、
筆
者
は
こ
の
上
な
く
美
し
い
詩
と
し
て
、
暗
唱
し
た
。
春
と
い
う
季
節
の
明
る
さ
、
あ
た
た
か
さ
を
、
西
欧
に
も
春
が
あ
っ
て
、
冬
が
終
わ
れ
ば
春
が
や
っ
て
来
る
。
春
は
朝
が
一
番
美
し
あ
け
ぼ
の
い
の
だ
と
思
っ
て
読
ん
だ
。
平
安
の
時
代
も
〈
春
は
暁
〉
と
め
で
た
が
、
西
欧
で
も
同
じ
な
の
だ
な
あ
と
、
い
つ
の
間
に
か
暗
隅
し
か
み
し
神
、
そ
ら
に
知
る
し
め
す
。
よ
な
す
べ
て
世
は
邪
も
無
し
。
か
た
つ
む
り
え
だ
蝸牛技に一一垣ひ、
日は朝、
あ
し
た
し
ち
じ
初
は
七
時
か
と
お
か
つ
め
片
岡
に
露
み
ち
て
、
あ
が
ひ
ば
り
陽
雲
寵
な
の
り
い
で
、
時は赤、あした
春
の
朝
『
ピ
パ
の
歌
』
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
Hosei University Repository
127 
てしまっていた。この訳詩は、『ビパの歌』となっていて、解説ふうの文章もあったようだが、余計なことと無視
していた。詩というものは行文からすべてをうけとり、よろこび口ずさむものだと思っていたようだ。
ところがこのたび歌人・岡井隆の『詩歌の近代』に出会って、二つの啓発を得た。一つはこの詩の五音による律
調の妙についてである。
この音数の性質が上田敏の発明工夫であることを、英和対訳を示して岡井は説明し、初め怪く出て、のちに重く
なる。｜‐神、そらに知るしめす／すべて世は事も無し」の唱いおさめは、当然この詩のメッセージの主部であるか
ら、重く終るのが当然で、初めの五音、五音の二行に続く七音、そして四行目以下の一○音は、詩の内容に即して
いる。しかし、こうした入念な工夫も、問題は読み手がこの快い五音の階調をとなえているうちに、つい終りの二
行の神にかかわる思想を見逃してしまうことだ。また、このことは「朝」「片岡」「場雲雀」「蝸牛」「神」の頭韻風
のア母音のつらなりについても言えるタイトル「春」もア母音からはじまる語であるから、ァ母音の効果は、より
強められる。字面の視覚上の印象も考えられている。字数を数えれば、行を追うごとに〈三字／三字／四字／七
時
は
春
日
は
朝
朝
は
七
時
片
岡
に
露
み
ち
て
場
雲
雀
な
の
り
い
で
蝸
牛
枝
に
道
ひ
神
そ
ら
に
知
る
し
め
す
す
べ
て
世
は
事
も
無
し
菰五五五五七五五
コR【凸エエヱエニ丞匹ヱエＺ型zＬ工厚工述
曰曰曰日日曰曰曰
、、、、、
五五五ｺ}’五
±二立品垂Ｔ２二世二ユエ
ロ日日曰ＩＥＩ
／￣、／~、／￣、／￣、／￣、
計一計計計計
○○○○○ 
立二立二ユ出二立ユ．ＨｒＺ
Ｉ三Ｉ曰ＦＵ曰曰
、－／出－ノ、－ノＮ－ノ、-〆
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岡
井
隆
は
、
「
西
欧
由
来
の
一
切
の
翻
訳
書
は
、
先
進
文
化
が
西
欧
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
な
く
し
て
は
解
き
が
た
い
。
訳
詩
は
、
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
科
学
と
科
学
技
術
の
向
こ
う
側
に
も
、
そ
れ
を
産
み
出
し
た
哲
学
１
１
字
／
八
字
／
六
字
／
九
字
／
九
字
〉
と
四
行
目
以
降
が
、
視
覚
化
も
、
重
く
長
く
、
最
後
の
二
行
は
も
っ
と
も
承
い
。
ア
母
音
は
開
ｎ
母
音
で
明
る
く
、
最
後
の
二
行
は
も
っ
と
も
重
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
ん
で
い
て
、
快
い
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
そ
の
分
容
易
に
暗
記
で
き
、
最
後
の
重
い
意
味
も
軽
く
受
け
て
し
ま
う
。
こ
の
日
本
語
の
特
徴
ァ
母
音
を
効
果
的
に
用
い
た
技
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
日
本
近
代
日
本
文
学
大
系
』
に
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
「
は
し
が
き
―
で
平
井
正
穂
氏
は
書
い
て
い
る
。
「
今
ま
で
、
訳
詩
集
の
「
ま
え
が
き
」
の
た
ぐ
い
で
、
こ
う
し
た
問
題
を
提
起
さ
れ
た
こ
と
を
、
ほ
か
に
わ
た
し
は
知
ら
な
い
一
と
岡
井
隆
は
記
し
て
い
る
が
、
次
は
岡
井
の
大
事
な
懸
念
な
の
で
記
す
。
夏
目
漱
石
は
、
あ
る
時
、
杣
を
一
「
無
」
あ
る
い
は
「
空
」
と
い
う
形
で
な
ら
理
解
で
き
る
が
、
キ
リ
ス
ト
と
い
う
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
、
と
言
っ
た
。
「
こ
の
よ
う
な
考
え
力
は
依
然
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
国
の
精
神
風
士
の
中
に
は
根
強
く
生
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、
抽
象
的
な
、
脱
人
間
化
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
感
傷
化
さ
れ
た
神
と
し
て
で
は
な
く
て
、
『
受
肉
』
と
か
『
臓
罪
」
と
か
『
原
罪
』
と
か
『
二
位
一
体
』
な
ど
と
い
っ
た
、
多
少
と
も
教
義
的
な
意
味
合
い
の
強
い
性
格
を
も
っ
た
杣
と
し
て
、
作
者
が
内
体
験
し
て
い
る
作
品
と
な
る
と
、
当
然
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
感
は
強
く
な
る
。
私
は
、
こ
う
い
っ
た
問
題
を
充
分
に
理
解
し
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
未
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
、
分
か
ろ
う
と
苦
し
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
ているのだ。‐’
お
そ
ら
く
、
多
く
の
讃
打
に
と
っ
て
超
え
難
い
障
聴
と
な
る
の
は
、
侶
仰
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
間
述
い
な
い
。
少
数
の
読
行
に
と
っ
て
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
や
ミ
ル
ト
ン
や
テ
ー
ー
ソ
ン
や
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
な
ど
の
櫛
が
、
抵
抗
な
く
読
め
る
だ
け
で
な
く
、
読
む
た
び
に
胸
に
迫
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
多
く
の
読
者
は
拒
否
反
応
を
示
す
だ
ろ
う
と
、
私
は
思
う
。
ｌ
中
略
Ｉ
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近代では自由詩の領野に、外国文学の得意な人が集まり、翻訳によって詩に〈移し植えられた〉新しい趣向はや
がて、短歌や俳句にまで及ぶ。と岡井は述べ、「用いられている言葉が違うということは、その言葉の用いられる
風土、習慣も違うということであり、人間の考え方も違っているはずなのである。」ならば当然、翻訳家たちの知
識は両方に引きさかれるはずと上田敏の次の詩をあげる。
と慨嘆する。
岡井は上田敏の眞意を「訳しつつ、「主」とは誰か、「信徒」とは何かを自らに問わなかっただろうか。日本の読
者にはほとんど、キリスト教の信徒はいないであろうことを知っていて、なお、「主」（Ｆｏａの訳語）という言葉
を用いても、その意は通ずろと思っただろうか」と。
岡井がこうした思案の中で目にするのが、
つまり、人間をどう考えるかという根本的な人間観や自然観が横たわっていた。けれども、事の性質上、結果とし
て科学や科学技術を、そこのところだけを、模倣してしまうことができた。」とのべ、「同じことは、詩の技法につ
サ
ン
ポ
リ
ズ
ム
いてもいえるのではないか。『海潮音」が、象徴主義の詩を紹介したといわれるが、その場合にも、一一一一口葉をあやつ
る技法だけが、するすると、もの珍しげに移し植えられた、それを産み出した土壌は、移されることのないままに。」
瞥
嶮ほ
に
く
み
主
は
讃
む
く
き
哉
、
無
明
の
闇
や
、
憎
多
き
今の世にありて、われを信徒となし給ひぬ。
願はくは吾に与へよ、力と沈勇とを。
い
ぬ
い
つ
ま
で
も
永
く
狗
子
の
や
う
に
従
ひ
て
む
。
ポ
オ
ル
・
ヱ
ル
レ
エ
ヌ
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の
句
で
あ
る
。
「
仏
教
徒
で
も
な
く
、
ま
た
菊
に
季
節
の
訪
れ
し
か
感
じ
な
い
わ
た
し
で
も
、
こ
れ
ら
の
句
は
そ
の
ま
ま
、
や
す
ら
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
ｃ
そ
れ
な
ら
ば
「
神
、
そ
ら
に
し
る
し
め
す
。
／
す
べ
て
世
は
事
も
無
し
」
も
す
っ
か
り
習
俗
化
し
て
し
ま
っ
た
決
ま
り
文
句
と
し
て
、
ほ
か
の
国
の
風
俗
と
し
て
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
岡
井
隆
の
た
ど
り
つ
く
と
こ
ろ
は
、
筆
者
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
づ
小
休
止
し
よ
う
。
不
勉
強
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
以
下
の
こ
と
を
躯
将
は
、
岡
井
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
知
っ
た
。
Ⅲ
鼬
、
ブ
ラ
ウ
ー
ー
ン
グ
の
原
詩
に
は
明
治
の
先
駆
的
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
高
名
な
植
村
正
久
（
一
八
流
八
’
一
九
二
㎡
）
の
沢
が
あ
り
、
そ
れ
は
明
治
Ⅲ
四
年
（
一
九
二
）
に
書
い
た
「
杜
鵬
一
篇
ｌ
ピ
ッ
パ
の
歌
」
の
中
に
あ
る
．
プ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
表
題
通
り
「
ビ
ヅ
パ
通
過
す
」
を
論
じ
た
文
章
で
あ
る
。
ま
ず
文
中
の
植
村
訓
「
ピ
パ
の
歌
」
を
記
す
。
日は朝、
朝は七時、
山
腹
は
真
珠
な
す
露
ぞ
満
ふ
、
雲
雀
は
飛
び
立
ち
い
、
蝸
牛
は
茨
が
上
に
在
り
。
櫛
其
の
天
に
在
り
Ｉ
（
筆
肴
注
原
詩
に
は
ｌ
が
あ
る
）
笹
世
界
は
す
べ
て
是
な
り
。
年は春、
新
涼
や
仏
に
と
も
し
奉
る
人
心
し
づ
か
に
菊
の
節
句
か
な
高
浜
虚
子
召
波
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「
直
訳
調
と
い
え
ば
そ
う
で
あ
る
。
「
年
は
春
」
と
か
「
真
珠
な
す
」
と
か
「
茨
」
と
か
は
、
原
文
に
沿
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
リ
ズ
ム
は
、
敏
の
訳
詩
の
五
音
を
重
ね
た
快
い
譜
調
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
。
ぽ
き
ぽ
き
と
意
を
伝
え
た
た
ぐ
い
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
、
「
朝
」
も
「
あ
さ
」
と
読
ま
せ
る
つ
も
り
だ
ろ
う
。
と
岡
井
は
評
す
。
筆
者
も
同
感
だ
。
「
植
村
牧
師
は
、
明
治
二
三
年
よ
り
ト
ル
ス
ト
イ
を
論
じ
、
カ
ー
ラ
イ
ル
を
論
じ
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
を
論
ず
る
文
学
通
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
む
ろ
ん
の
こ
と
上
田
敏
の
「
海
潮
音
』
は
読
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
「
杜
鵬
一
声
ｉ
ピ
ッ
パ
の
歌
」
は
鮫
の
一
藤
の
棚
」
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
の
一
樂
兇
として書かれたのではなかったか。その証拠として、植村も「ピパの歌」を訳出して、文中に載せている。「｜と岡
井
は
述
べ
、
『
ピ
ッ
パ
通
過
す
』
を
概
説
し
て
い
る
。
木
下
夕
爾
に
つ
い
て
後
述
す
る
際
の
重
要
な
部
分
な
の
で
、
少
し
長
文
に
わ
た
る
が
、
植
村
の
文
を
引
用
し
た
岡
井
氏
の
要
を
得
た
概
説
を
引
用
し
た
い
。
植
村
の
、
岩
波
文
庫
本
で
一
二
頁
に
及
ぶ
長
い
文
章
（
も
と
は
講
演
だ
っ
た
と
い
う
）
は
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
『
ピ
ッ
パ
通
過
す
」
を
筋
を
追
っ
て
逐
一
解
説
し
て
い
る
か
ら
、
「
春
の
朝
」
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
詩
の
意
図
、
ブ
ラ
ウ
ー
ー
ン
グ
が
こ
の
詩
に
託
し
た
蝋
い
ば
、
一
応
わ
か
る
の
で
あ
る
．
若
い
女
ピ
パ
ー
北
イ
タ
リ
イ
の
ア
ソ
ロ
の
製
糸
肛
場
の
女
エ
ー
は
、
元
日
の
蝋
に
、
一
年
一
度
の
休
日
を
有
効
に
す
ご
そ
う
と
思
い
立
っ
た
。
そ
し
て
ア
ソ
ロ
の
町
で
一
番
幸
福
そ
う
に
見
え
る
人
四
人
を
算
え
上
げ
て
、
朝
、
昼
、
夕
暮
、
夜
の
四
つ
の
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
そ
の
人
々
に
な
り
す
ま
し
た
つ
も
り
に
な
っ
て
今
日
一
日
を
暮
そ
う
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
朝
訪
問
し
た
の
が
「
夫
あ
る
身
を
以
て
独
逸
の
音
楽
者
セ
バ
ル
ド
な
る
も
の
と
道
な
ら
ぬ
関係を結んで快楽に耽って居る」主婦オッチマの家であった。オッチマとセバルドはオッチマの老いた夫を殺害
してしまう。その屍を前に二人で後事を相談しているところへ、「ピッパ無邪気に声も清らかに調一うのが、「ピ
「
神
其
の
天
に
在
り
の
一
句
は
セ
バ
ル
ド
の
耳
に
雷
の
如
く
響
い
た
。
其
の
良
心
は
覚
醒
し
た
。
そ
し
て
罪
を
悔
い
て
自
殺
し
、
「
姦
婦
」
オ
ッ
チ
マ
も
其
の
後
を
道
ひ
、
『
祢
よ
、
我
に
は
あ
ら
ず
ｌ
彼
に
憐
み
を
蕊
れ
絵
へ
」
の
声
を
遮
し
て
死
を
遂
げ
」
ろ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
の
、
お
お
ら
か
に
「
春
の
朝
」
を
讃
美
す
る
、
快
い
歌
声
に
は
、
一
組
の
男
女
と
、
そ
の
カ
ッ
プ
ル
に
殺
さ
してしまう。その屍レ
パの歌」なのである。
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れた一人の男という三個の死体が関わっていた。
このあとの昼、夕暮、夜の話も、植村は詳細に説明しているが、ここでは紹介を略する。あら筋だけを聞けば、
少々鼻白むほどの勧善懲悪識である。植村は声高らかにいう。
マ
マ
「ピッパの如く天真燗漫、無邪気にして清き壷亟魂を有って居るならば、世界に非常なる教訓を与え、広く天下
に化育を及ぼすことが出来る。」「ピッパは朗らかなる一と声を道して忽ち過ぎ去った。実に瞬間時の出来事であ
る。然れ共既に永遠を其内に胚胎した。」「ヨ声は唯だ有明の月ばかり。』然れど既に人の心を其の根底から動か
して居る。己れの意識し得る効果に眩惑せず、神を信じて大胆に美しき品性を発抓して阯に立つことを心懸く可
異国の詩を訳して、同国に示す時には、上Ⅲ敏のように、「神、そらにしるしめす一の「抑」には、深くふれ
ず、やまと言葉の韻律にのせて、まるで東洋の桃源郷の春の朝の咽目詠のように、その詩を訳しとることもでき
る。そうすれば、女とその恋人の夫殺しのドラマは訳さないですむ。ブラウーーングの楽天主義とは、ピパの一声
によって罪を悔いる人間性への楽天的信頼にあったはずなのに、「春の朝」だけ読めば、このァ母音のつらなり
から生まれた自然と犬地への讃嘆のおおらかさを意味しているみたいに受けとれる。
上田敏に反して、植村正久のように、劇詩全体を紹介して、その中に占める「ピパの歌」の位樅を明らかにす
れば、たしかに着きブラウニング（この時二九歳。ちなみに上田敏がこの詩を沢したのも二九蝋であった）の思
想は、よくわかるが、詩の修辞的な美しさは失われる。のみならず、わたしたちが、『海潮音』に見て愉しんだ
西欧と日本との、ほのぼのとした「春の朝」の情緒的な共通性は、味わうことができない。そこで上田敏と植村
正久の両者を兼ねそなえる方法はないのか。
むろん、それはあるだろう。困難な道だがそれは、語学的な誤訳とかいった細部の問題ではなく、大きな文化
の文脈の読み違えをただす道なのだろうが、日本語のような、そうでなくても情緒的に流れやすい言語で、それ
して居る。
きである。一
ができるのか。
と
○ 
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歌
人
岡
井
隆
の
問
い
は
、
現
代
を
生
き
て
創
作
す
る
芸
術
家
で
あ
る
だ
け
に
、
筆
者
に
は
切
実
に
ひ
び
く
。
さて話を木下夕爾にもどして、日本語による西欧の詩の受容と展開を夕爾の詩の中にみてみようｃ西洋の汁の受
愈
－
容には文化背景と共に日本においての主体確立（例えば内村鑑一二のような）が必須で夕爾の「空」に向った激しい
心には「抑」に向う心に通じるものを感じるからだ。このことの考察については、英文学行、大原三八雄氏の「夕
爾
の
櫛
に
お
け
る
「
負
」
の
形
象
」
（
『
合
流
の
櫛
人
木
下
夕
爾
』
一
九
七
価
）
が
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ッ
と
ク
リ
ス
チ
ィ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
を
あ
げ
、
夕
爾
の
詩
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
小
論
で
あ
る
。
岡
井
隆
の
問
い
に
一
つ
の
答
を
示
唆
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
以
下
、
筆
者
の
私
見
も
ま
じ
え
な
が
ら
こ
の
論
を
概
説
す
る
。
こ
の
作
品
は
夕
爾
の
詩
集
『
笛
を
吹
く
人
』
（
一
九
五
八
）
の
な
か
に
あ
り
、
噴
水
の
創
り
出
す
美
し
さ
は
、
水
の
噴
き
出
し
て
い
僕
は
え
が
く
高
く
か
が
や
く
そ
の
飛
揚
激
し
く
僕
に
突
き
刺
さ
る
そ
の
藩
下
僕
は
え
が
く
こ
と
が
で
き
る
今
は
無
い
も
の
を
噴
水
は
水
の
掴
れ
て
い
る
時
が
最
も
美
し
い
つ
め
た
い
空
間
に
「冬の噴水一
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るときではなくて、休止の状態にあるというもの。「夕爾の美学は、〈水なきところに水をみる〉という禅の精神に
通じる。それは室町時代から江戸の初期にかけて流行した「柚山水」の趣きに似ている。その精神とするところは、
水
を
な
く
し
て
山
水
を
表
現
す
る
と
い
う
も
の
で
、
水
は
そ
の
と
き
真
に
芸
術
的
に
抽
象
化
さ
れ
て
く
る
。
夕
爾
の
衝
い
た
反
自
然
の
な
か
の
自
然
、
す
な
わ
ち
「
水
の
潤
れ
て
い
る
時
」
の
美
の
秘
密
は
、
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
想
像
の
自
由
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
・
に
し
て
い
る
。
」
と
大
原
は
記
す
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
名
古
屋
薬
専
を
卒
業
し
、
郷
里
福
山
に
落
ち
着
く
間
も
な
く
そ
の
翌
年
、
処
女
出
版
し
た
の
が
『
田
舎
の
食
卓
』
で
、
こ
れ
に
は
第
一
詩
集
に
ふ
さ
わ
し
い
都
会
風
の
詩
が
多
い
。
ラ
ン
ポ
ー
や
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
感
化
を
う
け
た
と
見
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
大
原
は
「
も
と
も
と
夕
爾
は
早
熟
の
狩
人
で
あ
り
、
数
々
の
詩
人
か
ら
う
け
た
彩
騨
を
極
く
自
然
に
自
家
薬
髄
中
の
も
の
と
す
る
犬
与
の
才
能
に
忠
ま
れ
て
い
た
。
ラ
ン
ポ
１
や
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
の
ほ
か
に
ジ
ャ
ム
、
リ
ル
ヶ
な
ど
を
吸
収
し
て
い
る
し
、
日
本
の
詩
人
た
ち
、
堀
Ⅱ
大
学
、
三
好
達
治
、
丸
山
薫
、
神
保
光
太
郎
、
井
伏
鱒
二
な
ど
か
ら
得
た
も
の
も
少
な
い
と
は
い
え
な
い
」
と
記
す
が
、
こ
の
〈
感
化
や
影
騨
を
極
く
自
然
に
自
家
薬
甑
中
の
も
の
と
す
る
天
与
の
才
能
〉
と
は
何
か
、
大
原
の
文
章
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
さ
て
、
「
僕
は
樹
木
の
よ
う
に
」
を
兄
る
と
部
会
を
脱
出
し
た
夕
爾
が
、
川
園
の
な
か
に
こ
そ
、
孤
愁
を
慰
め
る
一
「
自
然
で
安
定
し
た
傾
斜
を
も
つ
」
こ
と
、
そ
れ
は
「
ふ
か
い
根
」
が
あ
り
、
「
午
後
の
恋
人
た
ち
に
や
わ
ら
か
な
彫
の
マ
ッ
ト
を
」
つ
く
る
こ
と
を
確
信
し
、
そ
こ
に
彼
の
よ
り
頼
む
べ
き
安
定
し
た
場
所
を
見
出
し
て
い
る
。
僕
は
夢
み
る
た
め
の
青
空
と
考
え
る
た
め
の
夜
の
星
と
内
部
で
だ
け
抱
く
た
め
の
年
輪
を
も
つ
僕
は
何
も
の
も
も
た
な
い
た
め
に
す
べ
て
を
も
つ
僕
は
孤
り
で
あ
る
た
め
に
全
体
を
も
つ
帯
皮
の
高
い
内
容
と
適
切
な
言
葉
に
文
え
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
「
何
も
の
も
も
た
な
い
た
め
に
す
べ
て
を
も
つ
」
と
い
う
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確立にほかならない。
理念のよってきたる源は、「無は有であり、孤は今である「｜という「噴水」にみる夕爾の美学、つまり「負一の
な
お
高
く
な
お
力
強
く
水
は
熱
心
に
燃
え
し
る
ｌ
そ
の
三
というように、噴水を、それと典反対のものを捉えて形象化している。その川を兇ると
お
前
を
育
て
た
女
の
子
宮
は
お
お
／
や
が
て
お
前
の
墓
場
／
お
前
は
歌
ひ
な
が
ら
踊
上
り
そ
し
て
泣
き
な
が
ら
落
ち
て
来
る
／
と有と無の枇界が「育てる」と「墓場」「踊上る」と一落ちる」という対比的な手法によって表現されている。
『月下の一群』に酔った夕爾は、「冬の噴水」を制作するに当って、大学の「噴水」からえたイメージをおろそか
にしてはいない。夕爾は「葉桜」の中で、
さ
し
か
わ
す
枝
の
中
の
ゆ
れ
さ
わ
ぐ
葉
の
中
の
堀、大学は夕爾が師と仰ぐ詩人であるが、－１噴水」は彼の傑れた作品の一つである。
お
き
噴
水
が
襖
を
吐
い
て
ゐ
た
赤
い
夕
や
け
空
の
下
で
。
Ｉ
そ
の
一
噴水が銀の花火を上げてゐた。‐「その二
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このように変化を強いられる自然現象のなかに、不滅の美的啓示をうけ開眼する過程はイギリスの詩人ジョン・
キーッ（’七九五’一八二一）が「希臘の古墾に寄せる賦」における霊感に似ている。キーッは、
耳
に
ひ
び
き
く
る
旋
律
は
美
し
い
。
し
か
し
、
ひ
び
か
な
い
旋
律
は
さ
ら
に
美
し
い
そ
れ
ゆ
え
に
妙
な
る
音
の
桁
よ
吹
き
鴫
れ
よ
占甑に刻まれた若人の吹く筋が、どのような旋律であるのか知る川もないが、キーッは
肉
体
の
耳
に
で
は
な
く
箙
魂
の
耳
に
い
よ
い
よ
し
み
じ
み
と
楽
の
音
の
響
か
ぬ
歌
声
を
吹
き
つ
づ
け
よ
と歌っている。不滅の「美」であったことは終連の「美は真なり真は美なり」という一行で明らかであるｃそ
れは充足の美ではなくて、否定、すなわち「負」の美にほかならない。己れの前に恋する者を行かせながら、
望
み
を
遂
げ
る
間
際
で
あ
る
と
し
て
も
果
敢
な
若
き
恋
人
よ
永
遠
に
あ
あ
永
遠
に
接
吻
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
と笛吹く者の嘆きを尻目に、移ろわざる女のみめ美しさを優先させている。
えよう。 あそ
こ
に
ま
た
花
の
幻
を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
すでに散った花の幻を、葉桜のなかの空間に見出している詩人の眼は、リアリティの世界に参入しているとい
さ
く
ら
の
樹
は
あ
の
空
だ
け
が
な
ぜ
特
別
に
美
し
い
の
だ
ろ
う
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前稿（「木下夕爾の文学とその背鎧（丘）‐｜）で三好達治の「測篭船』の中の〈友よ、この箱を吹くな〉とよびか
ける詩「僕は」と、夕爾のこの詩「術を吹くひと」を比べ杼情の質の違いを考察しようとしたことがある。三好に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
なくて夕爾にあるのは、．一一ロ葉の表現の仕刀そのものに機知があり、深い思索があるにもかかわらず杼情的に歌われ
ていると感じた。木下夕爾の詩は、言葉が平易なため、わかりやすい杼梢詩だと思いがちだがそうではない。その
魅力にとりつかれたものをもっと深いところへ引きづりこんでしまう魔力がある。それは、日本語の繭を中部から
破ろうとする力でもあるし、換言すれば、自分の使用する母語の特質ないし弱点を見極めて、それを鋳直そうとす
る
こ
と
で
も
あ
る
。
「人間の精神には、今ここに流通する言葉から抜け出したいという欲求がある。外国語というものは、その欲求
にもっとじかに呼応するものなのです。逆にいえば、その欲求を満たすのに、かならずしも外国語である必要はな
い。〈Ｔここに流通する言葉との距離さえあればいい。古典でもいい。もっと根源的には孤立した人間の言染ならい
夕爾の作品一‐柵を吹くひと」をみると呼びかけている「筋を吹くひと」は、キーッの場合の静止的受容的立場
とは異って動的であり、支配的である。
あ
な
た
が
僕
の
笛
を
吹
く
と
き
そ
の
と
き
僕
は
こ
こ
か
ら
出
て
ゆ
き
ま
す
あ
な
た
が
う
っ
と
り
し
て
い
る
と
き
僕
は
も
う
こ
こ
に
は
い
な
い
この作品のテーマは何であるか、「桁を吹くひと」を詩糀神と兄倣すならば、夕爾はここで識と真実について、
極めて杼情的に歌ったものと考えてよい。真は美とともに「遠くへ／もっと遠くへ」ついに永遠に繋がってゆく
も
の
に
ち
が
い
な
い
か
ら
。
笛
を
吹
く
ひ
と
よ
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い」水村美苗が荷風について神いたことばである。「自分をとりまく言葉から抜け出したいという欲求は、その言
へ
い
そ
く
葉が、閉塞的なものであればあるほどっのって当然、一一二口葉を扱う文学者はだから孤立を恐れてはならない」と水村
は述べ、荷風にとって、人民の従順は悲しむべきことでしかなかったが、文学者の骨のないのは許せず、それ故に、
だ
か
つ
「余は日本の文学者を嫌うこと蛇蜴の如し」とか「文学者を友に持たざるは．…：わが幸福中の第一」（「摘録断腸
亭日乗」）という文語体の悪口となっていると言う。
地方の農村に居を置き、詩堀からも離れて詩を書きつづけた夕爾の孤独も深く秘めた自持において荷風に通じる
ものがある。早稲田高等学院で、仏文を専攻した夕爾はリルヶの「マルテの手記」も読んでいたろうし、途中で東
京での生活を断念せざるを得なかった時も、その判断をさせたものは人間が故郷を失い、温かい家庭愛を失えば、
はては精神の威厳を失うことを生涯詩人でありたいと欲する自分に重ねた一瞬の決断だったと思われる。リルケが
『マルテの手記」の中で試みたのは、無名の詩人の生と死を通して、灰色の空虚な現代に、もう一度、幼少時代の
い
す
思い出や、祖先の重厚な愛と死を呼び起こすことだった。そこでは、机も椅子も花々も戸棚も窓も、人間と同じ魂
を侍っていた。そう考えると、帰郷後いち早く出版された詩集「田舎の食卓』にも、次の『昔の歌』いや全涛にわ
たってマルテに通じるものを感じさせられる。そして、青春への追慕の詩「東京行」がペーソスとともにユーモア
のにじむ詩であることがわかってくる。一筋縄ではいかないのが夕爾の詩なのだ。
さて、大原氏の論文「夕爾の識における「負』の形象」に話をもどす。
大原によると、『美の司祭』のなかで日夏耽之介（英文学者・詩人で上川敏『海潮音解題』があり、キーッ研究
午
叩
シ
ヤ
の第一人者）は詩人キーッの｝」ころを占めていたのは唯美主義、つまり伯来主義に対して希臘主義であったと解明
ろ
う
霞
ん
している。もともと中世を撮れ、異国情調を欣ぶ心情が浪漫主義の特質で、先に記された「希臘の古塑に寄せる賦」
のような賦がキーッによって数々書かれ、これらの特質が惜しみなく描きつくされていると日夏欣之介は言ってい
る。こうしたところからキーッの詩は古典伝統に反抗して自然美を漁る十九肚紀の風景剛家達をひきつけるに至るｃ
後進ラファエル前派画人の逸興の主因となったのがキーッの詩であり「殊相美」（日奥）であった。従ってラファ
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エ
ル
前
派
は
「
自
然
」
へ
の
解
釈
に
お
い
て
キ
ー
ッ
と
同
一
Ⅲ
刑
ｆ
に
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
中
心
人
物
は
ダ
ン
テ
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
で
あ
る
が
、
そ
の
妹
に
イ
ギ
リ
ス
有
数
の
詩
人
、
ク
リ
ス
チ
ィ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
が
い
る
。
人
原
氏
の
第
二
の
指
摘
は
、
こ
の
ロ
セ
ッ
テ
ィ
と
夕
爾
の
間
に
共
に
通
じ
る
要
素
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ィ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
は
自
然
を
愛
好
し
、
花
・
小
島
・
虫
な
ど
を
歌
い
、
天
然
自
然
に
つ
い
て
も
巧
ま
い
表
現
を
し
て
い
る
が
、
決
し
て
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
を
指
し
て
い
う
意
味
の
自
然
詩
人
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
出
舎
に
い
な
が
ら
も
夕
爾
が
自
然
狩
人
で
な
か
っ
た
こ
と
に
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
共
に
、
鋭
く
激
し
い
個
性
を
通
し
て
表
現
さ
れ
た
自
然
は
、
日
夏
欣
之
介
の
い
う
「
殊
相
美
」
に
通
じ
る
。
例
え
ば
ク
リ
ス
チ
ィ
ナ
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
繭
詩
集
『
シ
ン
グ
・
ソ
ン
グ
』
を
兇
る
と
、
誰
か
風
を
見
ま
し
た
か
私
も
あ
な
た
も
見
ま
せ
ん
ね
け
れ
ど
も
木
の
葉
が
揺
れ
て
動
く
と
き
風
が
通
り
抜
け
て
い
ま
す
。
と
い
う
わ
が
国
で
も
、
ひ
ろ
く
子
供
の
間
で
知
ら
れ
て
い
る
小
曲
と
か
、
花
崗
岩
を
な
で
て
も
何
の
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
花
崗
岩
を
打
っ
て
ご
ら
ん
す
ぐ
に
火
花
が
閃
め
き
出
ま
す
と
い
う
二
行
詩
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
素
材
を
扱
い
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
も
深
い
象
徴
性
に
は
独
自
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
同
じ
誌
災
の
ダ
イ
ヤ
か
そ
れ
と
も
石
炭
か
ｌ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
く
だ
さ
い
な
い
や
な
石
炭
だ
れ
が
い
る
夏
の
木
立
の
影
で
は
ね
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火
が
み
え
る
花
崗
岩
の
よ
う
に
黒
い
火
「夜の森」
石
炭
の
よ
う
に
黙
っ
て
い
た
い
石
炭
の
よ
う
に
激
し
く
燃
焼
し
た
い
ｌ
「
私
は
」
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
夕
爾
ら
し
い
寡
黙
と
激
し
さ
と
が
同
時
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
底
辺
に
は
孤
愁
が
漂
っ
て
い
る
。
この種のものを他に拾うとなれば、『田舎の食卓』には「睡眠」「生まれた家」「村」などがあり、『昔の歌』では
「日々の孤独」が典型的で、この範畷に入る。
春
浅
い
竹
林
に
来
て
石
を
投
げ
る
発
止
／
・
発
止
／
・
発
止
／
そ
の
応
答
の
こ
こ
ろ
よ
さ
に
今
日
も
来
て
石
を
投
げ
る
と「価値と存在」を歌ったと考えられる短詩などを、それぞれ夕爾の次の短詩のそばに侭いてみたい。
あ
そ
こ
に
い
る
の
は
識
貯
・
誰
で
し
ょ
う
藤
の
花
一
房
揺
り
な
が
ら
火
が
み
え
る
小あ藤
されの
なは花
風風房
のよ
火
が
み
え
る
手
が
ひ
か
る
「あそこにいるのは」
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夕
爾
が
「
児
童
詩
集
」
を
出
版
し
た
の
は
二
年
前
の
昭
和
三
○
年
。
、
一
一
五
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
は
直
接
児
童
に
詩
を
指
導
し
た
り
、
教
師
の
児
童
詩
同
好
会
の
リ
ー
ダ
ー
も
つ
と
め
た
。
前
掲
の
諜
評
に
つ
い
て
大
原
氏
は
、
書
評
の
冒
頭
で
触
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和
：
一
Ｉ
年
に
出
版
し
こ
れ
も
夕
爾
に
脱
っ
た
「
ク
リ
ス
チ
ィ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
偏
仰
詩
集
」
に
つ
い
て
で
こ
の
沢
詩
集
に
は
堰
と
し
て
ひ
し
と
信
仰
詩
を
収
録
し
た
が
律
義
な
夕
爾
の
こ
と
と
て
、
升
評
を
挙
げ
る
と
な
れ
ば
本
汗
を
縮
い
て
い
た
も
の
と
推
断
す
る
一
」
と
は
許
さ
れ
よう。と述べ、この仮定に基づいて、夕爾の「道」（『木靴』昭訂）をあげて述べる。
長
文
の
引
用
だ
が
、
こ
の
論
文
は
『
木
下
夕
爾
追
悼
記
念
誌
含
読
の
詩
人
木
下
夕
爾
」
二
九
七
五
年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
今
で
は
ほ
と
ん
ど
入
手
不
可
能
な
の
で
あ
え
て
記
載
し
て
お
く
。
大
原
氏
は
、
昭
和
二
九
年
研
究
紀
要
「
シ
ン
グ
・
ソ
ン
グ
に
つ
い
て
」
の
抜
き
刷
を
一
部
夕
爾
に
贈
っ
て
い
る
。
後
、
三
三
年
に
は
全
篇
一
二
六
作
品
を
和
訳
し
、
英
和
対
照
注
釈
つ
き
と
し
て
刊
行
し
、
再
び
夕
爾
に
贈
呈
し
た
。
次
は
、
そ
れ
に
対
す
る
夕
爾
の
諜
評
で
あ
る
。
「
大
原
氏
の
言
葉
通
り
、
宗
教
的
教
訓
的
な
要
素
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
す
ぐ
れ
た
詩
才
に
ふ
ん
わ
り
と
包
ま
れ
、
い
わ
ゆ
る
茄
児
の
『
無
心
の
歌
』
の
か
が
や
き
に
み
ち
て
い
る
。
自
然
を
歌
っ
た
も
の
が
多
い
の
は
、
私
た
ち
の
詩
、
こ
と
に
生
徒
、
児
童
の
詩
作
と
指
導
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
う
一
（
朝
日
新
聞
・
広
島
版
昭
調
。
ｎ
・
昭
一
部
の
み
）
誰
の
声
も
し
な
い
夏
の
野
原
の
虫
捕
り
の
子
ら
の
よ
う
に
み
ん
な
遠
く
へ
散
ら
ば
っ
た
誰
も
い
な
い
発
止
／
苑
’
化
／
・
発
止
／
・
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させる。 しん
か
ん
と
し
て
太
陽
の
き
ら
め
く
真
夜
中
の
よ
う
な
ま
ひ
る
（第二連のみ）
初めの四行にある「無」と「有」の対比が、この作品を光らせているが、注目したいのは、「真夜中のような
まひる」という一行である。これは静寂に包まれた周囲の有様を、全く相反した二つの事柄によってレトリヵル
に表現するキーッ的な発想といえる。と同時にキーッに深く傾倒し、献詩まであるクリスチィナの次の詩を連想
昼
の
色
な
き
夜
こ
れ
ら
は
や
が
て
現
わ
れ
よ
う
消
え
さ
る
こ
と
な
ど
は
な
く
ｌ
「
汝
が
日
々
」
とか「希望の讃歌「’（『信仰詩集」）の
夜
は
間
近
で
し
た
昼
が
間
近
で
し
た
昼
と
夜
と
の
狭
間
で
な
つ
か
し
い
呼
び
声
を
は
っ
き
り
聞
き
ま
し
た
という表現のあるのは、決して不自然ではない。また「クリスマス前夜祭」の冒頭にある
き
み
生
れ
ま
す
日
は
暗
け
れ
ど
輝
く
ま
昼
よ
り
な
お
明
し
弓信仰詩集』）
夜
の
色
な
き
昼
私
を
呼
ぶ
声
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という感覚も、傑作「休息」の詩想にほかならないし、さらにそのままがキーッ的といえる
昼
よ
り
も
さ
ら
に
明
る
い
闇
が
い
か
な
る
歌
よ
り
も
さ
ら
に
妙
な
る
沈
黙
が
彼
女
を
お
お
い
ｌ
「
休
息
一
（
ソ
ネ
ッ
ト
）
と歌うクリスチィナのラファエル前派的な美学と象徴性とは、彼女の「黄金の沈黙」に至って、「音」の極致は
キーッのいう「ひびかぬ旋律」ではなくて「沈黙」となり「沈黙」は「黄金の沈黙」すなわち一死」を崎氷して
く
る
の
で
あ
る
。
第
三
述
を
見
る
と
、
種
蒔
く
日
は
沈
黙
の
日
休
息
の
夜
は
沈
黙
の
夜
さ
れ
ど
熟
れ
た
穀
物
を
と
り
い
れ
る
者
は
喜
び
の
声
を
あ
げ
る
此
黙
は
そ
の
時
姿
を
消
し
て
し
ま
う
生涯を通して沈黙を凝視しつづけてきたクリスチィナにとっては、「極蒔くⅡ」の沈黙は一行一を胎んだ―艇」
の境地であり、種蒔く者がひとたび収極の喜びを経験する瞬間に、「有」はそのまま終りの「無一となり来てる
の境地であり、垂
と
い
う
の
で
あ
る
。
夕
爾
の
作
品
。
彼
女
を
さ
さ
え
ば
た
ん
と
ド
ア
が
ひ
ら
か
れ
る
1 
「室内戯抄」は、「冬の噴水一の次におかれている。
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さて、そろそろ、歌人岡井隆の問いでもあり、筆者の問いでもあるく日本語のような、情緒的に流れやすい言語
で、大きな文化の読み違えなく詩を翻訳できるか〉について、たどりついたことを述べねばならない。いまは杼情
詩についてしか言えないが、詩想において共通するものがあれば、魂の響きあいによって言語の違いはこえて翻訳
できるということ。但しその詩人には世界観としての批判があり、すぐれた詩才と無心な心を保持しつづける激し
い感情がなければならないことであろう。社会に根をおろし時代の流れを泳ぎきっただけでは人間の寂蓼を歌う詩
人にはなれないし、信仰に向う人間をみつめる詩人にはなれない。クリスチィナが生涯を通して「沈黙」を凝視し
つづけたように、夕爾もまた深く存在し、「負」の視点から詩のことばをつむいだ稀有な詩人であった。筆者は前
稿で夕爾の詩に多用される「遮断機」について述べたが、大原氏は、〈そのことについてはとやかく詮索する必要
は
な
く
な
っ
た
〉
と
の
べ
、
二
つ
の
秘
事
と
考
え
れ
ば
よ
い
〉
と
次
の
詩
を
示
し
て
い
る
。
僕
は
あ
か
り
を
つ
け
る
（それだけ誰か暗くなれ／・）
僕
は
あ
か
り
を
消
す
（それだけ誰か明るくなれ／・）
開くことが閉じることであり、その逆がまたそこに生じる。これは有と無、無と有の関係を、形而上学的に解明
を施したもので、しかも極めてリズミカルであり軽みを含んだ表現になっている。
ぱ
た
ん
と
ド
ア
が
閉
じ
ら
れ
る
（僕はひらく／）
２ （僕は閉じる／）
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わ
た
し
の
愉
し
い
夢
は
終
っ
た
そ
の
な
か
で
長
く
過
し
た
わ
た
し
の
夢
わ
た
し
の
心
は
躍
っ
て
い
た
の
に
ｌ
あ
あ
い
ま
は
醒
め
て
い
る
弱
か
っ
た
の
に
ｌ
ｌ
強
い
と
わ
た
し
は
思
っ
て
い
た
☆
 
築
い
た
わ
た
し
の
城
を
切
り
崩
し
わ
た
し
の
魂
の
歓
び
の
庭
を
掘
り
起
し
わ
た
し
の
笑
い
を
罪
の
ゆ
え
に
悲
し
み
の
涙
に
自
由
を
制
御
に
変
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
か
く
あ
ら
ま
し
か
ば
と
の
無
益
な
想
い
が
わ
た
し
の
心
に
つ
き
ま
と
い
安
き
を
与
え
な
い
寒
い
北
風
が
わ
た
し
の
青
春
を
萎
び
さ
せ
わ
た
し
の
太
陽
は
西
の
端
に
沈
む
い
ま
わ
た
し
の
心
に
抱
く
秘
事
は
す
べ
て
い
ま
胸
に
秘
め
た
望
の
す
べ
て
は
罪
と
な
っ
た
わ
た
し
の
生
の
一
部
は
死
に
、
一
部
は
痛
み
一
部
は
心
の
う
ち
で
情
熱
に
た
ぎ
っ
て
い
る
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ク
リ
ス
チ
ィ
ナ
の
秘
事
解
禁
の
様
子
を
記
し
た
詩
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
凍
結
の
解
禁
が
夕
爾
の
次
の
詩
「
私
の
う
た
は
」
（
昭
諏
）
である。私の
う
た
は
真
夜
中
水
道
の
蛇
口
か
ら
も
れ
る
し
た
た
り
そ
し
て
や
が
て
五
年
の
歳
月
が
綴
っ
た
と
き
わ
た
し
は
い
ま
陽
が
再
び
暖
か
く
燃
え
て
い
る
の
を
感
じ
燕
が
古
巣
に
帰
る
の
を
知
っ
た
「死の一撃」
そ
の
ま
わ
り
に
多
く
の
花
園
を
つ
く
り
甘
い
薫
り
の
野
茨
と
匂
う
た
ち
じ
ゃ
こ
う
を
群
生
さ
せ
つ
そ
こ
に
わ
た
し
は
座
っ
て
終
い
の
鐘
の
垂
口
が
た
め
ら
い
が
ち
に
鳴
る
の
を
聴
き
た
い
で
も
わ
た
し
の
城
趾
に
陰
を
し
く
幽
棲
を
元
あ
っ
た
石
で
つ
く
り
そ
の
幽
棲
を
わ
た
し
の
魂
は
孤
愁
の
ま
ま
に
と
ど
め
魂
の
齢
い
を
完
う
さ
せ
よ
う
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死
の
三
年
前
、
お
そ
ら
く
求
め
ら
れ
て
「
火
幻
」
に
の
せ
た
詩
で
あ
る
が
、
死
を
予
感
し
た
夕
爾
が
「
負
一
の
極
限
「
死
」
と
絶
妙
な
距
離
を
と
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
ど
ん
な
悲
惨
な
状
況
で
も
、
自
分
が
巻
き
こ
ま
れ
て
い
る
現
実
に
絶
妙
な
距
離
を
と
っ
て
見
れ
ば
、
〈
主
観
的
〉
は
ふ
い
と
〈
客
観
的
〉
に
か
わ
っ
て
く
う
た
は
は
じ
ま
る
と
と
中
沢
新
一
は
子
規
を
評
し
た
が
、
陽
気
な
子
規
と
く
ら
べ
夕
爾
の
そ
れ
は
胸
が
つ
ま
る
。
こ
う
し
た
夕
爾
の
詩
群
は
、
英
訳
さ
れ
、
西
欧
の
文
化
的
背
最
の
も
と
で
読
ま
れ
た
ほ
う
が
お
そ
ら
く
美
し
い
し
、
事
実
、
評
価
も
高
い
。
ロ
バ
ー
ト
・
エ
ッ
プ
は
、
『
木
下
夕
爾
』
の
日
本
語
訳
出
版
に
際
し
、
「
も
っ
ぱ
ら
夕
爾
の
自
由
詩
の
み
を
扱
っ
て
、
彼
の
書
い
た
六
百
ほ
ど
の
俳
句
は
ま
っ
た
く
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
。
彼
の
俳
句
の
内
容
と
雰
囲
気
の
多
く
は
、
彼
の
自
由
詩
の
あ
る
も
の
と
瓜
二
つ
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的
な
俳
句
作
品
は
完
全
に
別
の
世
界
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
日
本
語
は
響
き
が
長
く
意
味
が
少
い
。
こ
の
言
葉
で
新
し
い
現
実
を
つ
く
り
出
す
に
は
、
徹
底
し
て
「
無
用
の
言
葉
と
事
物
」
を
省
略
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
自
分
を
反
復
し
な
が
ら
、
ま
わ
り
の
世
界
に
停
滞
を
お
し
つ
け
る
主
観
」
も
消
し
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
「
あ
り
の
ま
ま
」
を
句
と
す
る
識
が
俳
句
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
夕
爾
の
緋
は
思
索
の
プ
ロ
セ
ス
が
す
で
に
俳
句
私
の
う
た
は
誰
も
い
な
い
片
隅
で
と
も
し
び
も
Ⅲ
も
茶
碗
も
眠
っ
た
頃
は
じ
ま
る
派
の
よ
う
に
愛
の
言
葉
の
よ
う
に
私
の
う
た
は
は
じ
ま
る
私
の
う
た
は
あ
な
た
の
知
ら
な
い
あ
な
た
の
締
め
忘
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
あ
あ
長
く
暗
く
つ
め
た
い
夜
の
自
分
を
凍
ら
せ
る
も
の
に
む
か
っ
て
私
の
う
た
は
は
じ
ま
る
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的
で
あ
る
と
い
っ
た
詩
も
少
く
な
い
。
そこで、日本の文化的背景で読まれた夕爾の俳句についての竹西寛子の文章（『哀愁の音色』青土社）を以下に
そ
こ
で
、
日
本
の
文
ル
あ
げ
て
こ
の
稿
を
終
る
。
直
接
の
き
っ
か
け
が
何
で
あ
っ
た
か
は
思
い
出
せ
な
い
が
、
と
に
か
く
親
し
ん
で
い
る
作
品
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
短
い
期
間
で
は
な
い。なぜこの作品を好むのかという問い詰めなど必要がなく、ただ読み返しては快さを確かめている。ところが、
自分でも全く予想しない時に突然この親密が対象化されて、「なぜ」という無数の矢を自分が自分の内に放つ。
さ
ら
こ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
て
親
し
み
の
確
か
さ
が
曝
さ
れ
、
作
品
の
客
観
的
な
把
握
を
通
し
て
、
今
度
は
自
分
の
感
受
性
が
曝
さ
れ
る
の
を
じ
っ
と
見
る
。
た
と
え
ば
、
「
遠
雷
」
と
い
う
第
一
句
集
を
も
つ
木
下
夕
爾
の
い
く
つ
か
の
俳
句
は
、
私
に
と
っ
て
そ
う
い
格
別
称
揚
さ
れ
る
ほ
ど
の
句
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
即
座
に
口
ご
も
る
。
け
れ
ど
も
人
間
は
常
に
緊
張
し
て
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
肩
を
張
っ
て
い
る
時
間
も
あ
れ
ば
一
眉
を
落
し
て
い
る
時
間
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
く
め
て
、
人
間
の
生
存
の
相
と
い
う
も
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
納
得
で
き
る
句
の
鋭
さ
と
、
一
枚
う
す
も
の
で
被
わ
れ
た
よ
う
な
華
や
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
派
手
さ
を
持
た
な
い
句
に
私
は
惹
か
れ
て
い
る
。
う
種
類
の
作
品
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
第
一
句
集
（
速
盃
や
は
づ
し
て
ひ
か
る
耳
か
ざ
り
あ
た
た
か
に
さ
み
し
き
こ
と
を
お
も
い
つ
ぐ
あ
て
な
け
ど
風
さ
む
け
れ
ば
い
そ
ぎ
け
り
第
一
句
集
の
題
名
は
、
集
中
の
、
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に強い共感を示している。この句だけではないが、「柿は柿」を初めに引き、最後にもう一度引いてこの句で稿
を終っている。「見慣れた自然に対する初々しい愛着は、執着を断ち切ったよみぶりにかえって生かされている。
年
月
を
背
負
っ
た
表
現
ら
し
い
」
と
も
起
し
て
い
た
。
「あたたかに」「あてなけど」は、久々に「遠茜」を読み返しての引用であるが、「風土のかたみ」では触れて
いない。同様に、あの稿では引いていないが、今、「遠雷」から引きたい句はまだいくつかある。
のを思う時、一見何でもなさそうでありながら、そのさりげなさの根が、こまやかで濃密な時空に下りている表
現の静識と勁さを私はありふれぬものに思う。朝夕を、懇ろに生きている人の作品だと思う。
さきの記述に結びつけて言えば、公の、あるいはそれに率じる歴史の沸物からはまつさきに消えてゆく、とど
められようのない多くの人間の日常生活、しかしある時人間は確かにこのように生きていたと読者に感じさせ得
る
作
品
の
穏
や
か
な
詩
情
と
叡
智
に
私
は
惹
か
れ
る
。
十年耐、私は「風士のかたみ」という題で、｜定本木下夕爾句集」について小文を鼬している。「国文学」に発
表
し
た
。
読
み
返
し
て
み
る
と
こ
の
時
は
、
薫
風
や
打
つ
べ
く
Ⅱ
に
入
れ
し
釘
泉
の
ご
と
く
よ
き
詩
を
わ
れ
に
湧
か
し
め
よ
秋
の
日
や
兜
る
べ
き
も
の
に
わ
が
孤
独
芒
熟
れ
海
も
音
の
み
の
こ
し
け
り
に
せ
も
の
と
き
ま
り
し
壷
の
夜
長
か
な
柿
は
柿
雲
は
雲
秋
を
は
り
け
り
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ろうか。
注「主体」、５－の。（というのは「従属する」という意味で、《自四己⑫：］のＣ二Ｃ唇Ｃ『（一恵つまり、「主」に「従属」することによっ
て「主体」となる。つまり、何かに従属するという形でのみ生ずる主体でここにはある弁証法が隠されている。西洋の場合
はキリスト教のサブゼクティビティを強化した宗教改旅があり、さらにその後に、その起源を忘れたときに、独立した自立
的な主体的な観念が他じた。内村鑑三の場合は、キリスト教の神、唯一神に従属する。それは武士のように忠誠関係をとる
という特殊な心の関係でⅡ本国家にも、大典にも彼は従属しなかった。内村以外のキリスト教徒の多くは、ヒューマニスト
や社会主義者になり内村の忠誠関係のかわりに、自分を主体と凡なしはじめた。この段階で近代的懲識になり、彼らは内村
がもっていたような独立心をもっていなかった。内村のような強烈な「主体性ｉ｜、つまり神への「従属性」をもった人は非
常に少ない。太宰はその弱き主体性を自覚した稀有な人ともいえる◎（柄谷行人『戦前の思考』による）
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この坐早》工
Hosei University Repository
